
最
高
裁
規
則

府

令

平成™œ年˜˜月˜日 金曜日 第�˜�š号官 報
〇
最
高
裁
判
所
規
則
第
四
号

犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
た
め
の
刑

事
手
続
に
付
随
す
る
措
置
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日

最
高
裁
判
所

犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
た
め

の
刑
事
手
続
に
付
随
す
る
措
置
に
関
す
る
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則

犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
た
め
の
刑

事
手
続
に
付
随
す
る
措
置
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
二
年

最
高
裁
判
所
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

目
次
中「
第
三
章

被
害
者
参
加
弁
護
士
の
選
定
等（
第

七
条
e

第
十
条
）」を
「
第
三
章

被
害
者
参
加
旅
費
等
の

第
四
章

被
害
者
参
加
弁
護
士
の

請
求
手
続
に
関
し
裁
判
所
が
行
う
手
続
（
第
七
条
・
第
八

選
定
等
（
第
九
条
e

第
十
二
条
）

条
）」に
、「
第
四
章
」
を
「
第
五
章
」
に
、「
第
十
一
条
e

第

十
七
条
」
を
「
第
十
三
条
e

第
十
九
条
」
に
、「
第
五
章
」

を
「
第
六
章
」
に
、「
第
十
八
条
・
第
十
九
条
」
を
「
第
二

十
条
・
第
二
十
一
条
」
に
、「
第
二
十
条
e

第
二
十
五
条
」

を
「
第
二
十
二
条
e

第
二
十
七
条
」
に
、「
第
二
十
六
条
e

第
三
十
条
」
を
「
第
二
十
八
条
e

第
三
十
二
条
」
に
、「
第

三
十
一
条
e

第
三
十
三
条
」
を
「
第
三
十
三
条
e

第
三
十

五
条
」
に
、「
第
六
章
」
を
「
第
七
章
」に
、「
第
三
十
四
条
」

を
「
第
三
十
六
条
」
に
改
め
る
。

第
一
条
中
「
謄
写
」
の
下
に
「
、
被
害
者
参
加
旅
費
等

（
法
第
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
被
害
者
参
加
旅
費
等
を

い
う
。）の
請
求
手
続
に
関
し
法
第
六
条
第
一
項
及
び
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
裁
判
所
が
行
う
手
続
」
を
加
え
、「
第
五

条
第
一
項
」
を
「
第
十
一
条
第
一
項
」
に
、「
及
び
」を「
並

び
に
」
に
、「
第
二
十
八
条
第
二
項
」
を
「
第
三
十
四
条
第

二
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
五
章
」を「
第

六
章
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
十
四
条
第
一
項
」

を
「
第
二
十
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
六
条

と
す
る
。

第
六
章
を
第
七
章
と
す
る
。

第
五
章
第
四
節
中
第
三
十
三
条
を
第
三
十
五
条
と
し
、

第
三
十
二
条
を
第
三
十
四
条
と
す
る
。

第
三
十
一
条
の
見
出
し
中
「
第
三
十
三
条
」
を
「
第
三

十
九
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
三
条
と
す
る
。

第
三
十
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中「
第
三
十
条
」

を
「
第
三
十
六
条
」
に
改
め
、
第
五
章
第
三
節
中
同
条
を

第
三
十
二
条
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
見
出
し
中
「
第
三
十
条
」
を
「
第
三
十

六
条
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
三
十
条
」
を
「
第

三
十
六
条
」
に
、「
第
三
十
二
条
第
四
項
」
を
「
第
三
十
八

条
第
四
項
」
に
、「
第
二
十
九
条
第
二
項
」
を
「
第
三
十
五

条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
一
条
と
す
る
。

第
二
十
八
条
の
見
出
し
中
「
第
二
十
八
条
第
一
項
」
を

「
第
三
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第

二
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
四
条
第
一
項
」
に
、「
第

三
十
二
条
第
四
項
」
を
「
第
三
十
八
条
第
四
項
」
に
、「
第

三
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
八
条
第
一
項
」に
改
め
、

同
条
を
第
三
十
条
と
す
る
。

第
二
十
七
条
の
見
出
し
中
「
第
二
十
七
条
」
を
「
第
三

十
三
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
九
条
と
す
る
。

第
二
十
六
条
の
見
出
し
中
「
第
二
十
七
条
」
を
「
第
三

十
三
条
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
二
十
七
条
第
一

項
」
を
「
第
三
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項

中
「
第
三
十
四
条
」
を
「
第
四
十
条
」
に
改
め
、
同
条
を

第
二
十
八
条
と
す
る
。

第
二
十
五
条
の
見
出
し
中
「
第
二
十
六
条
」
を
「
第
三

十
二
条
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
二
十
六
条
第
三
項
」
を

「
第
三
十
二
条
第
三
項
」
に
改
め
、
第
五
章
第
二
節
中
同

条
を
第
二
十
七
条
と
す
る
。

第
二
十
四
条
の
見
出
し
中
「
第
二
十
六
条
」
を
「
第
三

十
二
条
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
二
十
六
条
第
一
項
第
二

号
」
を
「
第
三
十
二
条
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条

を
第
二
十
六
条
と
す
る
。

第
二
十
三
条
を
第
二
十
五
条
と
す
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
第
二
十
四
条
」
を
「
第
二
十

六
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
四
条
と
す
る
。

第
二
十
一
条
の
見
出
し
中
「
第
二
十
四
条
」
を
「
第
三

十
条
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中「
第
二
十
四
条
第
四
項
」

を
「
第
三
十
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第

三
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
八
条
第
一
項
」に
改
め
、

同
条
を
第
二
十
三
条
と
す
る
。

第
二
十
条
の
見
出
し
中
「
第
二
十
四
条
」
を
「
第
三
十

条
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」

を
「
第
三
十
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
二
条

と
す
る
。

第
十
九
条
の
見
出
し
中
「
第
十
八
条
」
を
「
第
二
十
四

条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
三
十
四
条
」
を
「
第

四
十
条
」
に
改
め
、
第
五
章
第
一
節
中
同
条
を
第
二
十
一

条
と
す
る
。

第
十
八
条
の
見
出
し
中
「
第
十
七
条
」
を
「
第
二
十
三

条
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
十
七
条
第
二
項
」
を

「
第
二
十
三
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
第

三
十
四
条
」
を
「
第
四
十
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「
第
十
七
条
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
二
十
三
条
第
二
項

第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
条
と
す
る
。

第
五
章
を
第
六
章
と
す
る
。

第
十
七
条
第
一
項
中
「
第
五
章
」
を
「
第
六
章
」
に
改

め
、
第
四
章
中
同
条
を
第
十
九
条
と
す
る
。

第
十
六
条
を
第
十
八
条
と
す
る
。

第
十
五
条
中
「
第
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
十
九
条
第

一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
七
条
と
す
る
。

第
十
四
条
の
見
出
し
中
「
第
十
四
条
」
を「
第
二
十
条
」

に
改
め
、
同
条
中
「
第
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
条

第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
六
条
と
す
る
。

第
十
三
条
の
見
出
し
中
「
第
十
四
条
」
を「
第
二
十
条
」

に
改
め
、
同
条
中
「
第
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
条

第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
五
条
と
す
る
。

第
十
二
条
の
見
出
し
中
「
第
十
三
条
」
を「
第
十
九
条
」

に
改
め
、
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
十
三
条
第
一

項
」
を
「
第
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
四

条
と
す
る
。

第
十
一
条
の
見
出
し
中
「
第
十
三
条
」
を「
第
十
九
条
」

に
改
め
、
同
条
中
「
第
十
三
条
第
三
項
」
を
「
第
十
九
条

第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中「
第
十
三
条
第
二
項
」

を
「
第
十
九
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
三
条
と

す
る
。

第
四
章
を
第
五
章
と
す
る
。

第
十
条
の
見
出
し
中
「
第
十
二
条
」
を
「
第
十
八
条
」

に
改
め
、
第
三
章
中
同
条
を
第
十
二
条
と
す
る
。

第
九
条
の
見
出
し
中
「
第
十
一
条
」
を
「
第
十
七
条
」

に
改
め
、
同
条
中
「
第
十
一
条
第
一
項
」
を
「
第
十
七
条

第
一
項
」
に
改
め
、「（
刑
事
訴
訟
法
第
三
百
十
六
条
の
三

十
三
第
三
項
に
規
定
す
る
被
害
者
参
加
人
を
い
う
。）」
を

削
り
、
同
条
を
第
十
一
条
と
す
る
。

第
八
条
の
見
出
し
中
「
第
七
条
」
を
「
第
十
三
条
」
に

改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
七
条
第
一
項
」
を
「
第
十
三

条
第
一
項
」
に
、「
第
五
条
第
一
項
」
を
「
第
十
一
条
第
一

項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
五
条
第
一
項
」を「
第

十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
九
条
第

一
項
」
を
「
第
十
五
条
第
一
項
」
に
、「
第
五
条
第
一
項
」

を
「
第
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第

九
条
第
二
項
」
を
「
第
十
五
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条

を
第
十
条
と
す
る
。

第
七
条
の
見
出
し
中
「
第
五
条
」
を
「
第
十
一
条
」
に

改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
五
条
第
一
項
」
を
「
第
十
一

条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中「
第
五
条
第
三
項
」

を
「
第
十
一
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
日

本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
い

う
。）」
を
「
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
、「
第
五
条
第
三
項
」
を

「
第
十
一
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中「（
昭
和

二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）」を
削
り
、「
第
七
条
第
一

項
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
九
条

と
す
る
。

第
三
章
を
第
四
章
と
し
、
第
二
章
の
次
に
次
の
一
章
を

加
え
る
。第

三
章

被
害
者
参
加
旅
費
等
の
請
求
手
続
に
関

し
裁
判
所
が
行
う
手
続

（
経
由
裁
判
所
等
・
法
第
六
条
）

第
七
条

法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
裁
判
所
は
、
被

害
者
参
加
人
（
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第

百
三
十
一
号
）
第
三
百
十
六
条
の
三
十
三
第
三
項
に
規

定
す
る
被
害
者
参
加
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）が
手
続

へ
の
参
加
を
許
さ
れ
た
刑
事
被
告
事
件
の
公
判
期
日
又

は
公
判
準
備
に
出
席
す
る
た
め
の
旅
行
を
し
た
時
に
当

該
被
告
事
件
の
係
属
す
る
高
等
裁
判
所
、
地
方
裁
判
所

又
は
簡
易
裁
判
所
（
以
下
「
経
由
裁
判
所
」
と
い
う
。）

と
す
る
。

２

被
害
者
参
加
人
は
、
経
由
裁
判
所
以
外
の
高
等
裁
判

所
、
地
方
裁
判
所
又
は
簡
易
裁
判
所
に
も
法
第
六
条
第

一
項
に
規
定
す
る
請
求
書
及
び
資
料
を
差
し
出
す
こ
と

が
で
き
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
り
請
求
書
及
び
資
料
が
差
し
出
さ

れ
た
と
き
は
、
裁
判
所
は
、
速
や
か
に
こ
れ
ら
を
経
由

裁
判
所
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
書
面
の
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
よ
る
送
付
等
・
法
第
六

条
）

第
八
条

経
由
裁
判
所
は
、
法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
法
務
大
臣
（
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
日

本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と

い
う
。）が
同
項
各
号
に
掲
げ
る
法
務
大
臣
の
権
限
に
係

る
事
務
を
行
う
場
合
に
は
、
支
援
セ
ン
タ
ー
。
次
項
に

お
い
て
同
じ
。）に
対
し
て
送
付
す
べ
き
書
面
を
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
を
利
用
し
て
送
信
す
る
こ
と
に
よ
り
送
付
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

２

経
由
裁
判
所
は
、前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、

法
務
大
臣
か
ら
送
信
に
使
用
し
た
書
面
の
提
出
を
求
め

ら
れ
た
と
き
は
、
法
務
大
臣
に
当
該
書
面
を
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保
護
を

図
る
た
め
の
刑
事
手
続
に
付
随
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律

及
び
総
合
法
律
支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成

二
十
五
年
法
律
第
三
十
三
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す

る
。

最
高
裁
判
所
長
官

竹
Ä

博
允

〇
内
閣
府
令
第
七
十
一
号

消
費
者
契
約
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
六
十
一
号
）
及

び
消
費
者
安
全
法
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
五
十
号
）
の

規
定
に
基
づ
き
、
消
費
者
契
約
法
施
行
規
則
及
び
消
費
者

安
全
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

›
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